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論文審査結果の要旨 

本論文は、多様な病態、病変の分布を含む、臨床病期 IIIA-N2（cIIIA-N2）非小細胞肺癌（NSCLC）

に関して、さらなる集学的治療の開発の基礎となる知見を得るべく実施された研究成果をまとめ

たものである。この患者に対しては、治療成績向上を目指して、手術の追加、放射線治療の高線

量化等が試みられたものの、いずれも標準的な化学放射線療法（CRT）を上回る成果をもたらし

ていない。その背景には、cIIIA-N2 NSCLC のなかで局所治療強化の意義がある患者群とそうで

ない患者群が混在するという多様性 heterogeneity の問題が存在している。そこで、本研究では

集学的治療、特に局所治療強化の候補となりうる患者群を選択するための詳細な解析が実施され

た。1997 年から 2010 年に、国立がん研究センター中央病院において cIIIA-N2 NSCLC に対し

て CRT を実施された cIIIA-N2 NSCLC 148 人を対象として、詳細な臨床、病理学的な検討が実

施され、無増悪生存期間、全生存期間いずれも、限局した LN 転移範囲、非浸潤型の LN 形態を

有する患者群が予後良好であった。この予後良好な患者群においても、放射線照射野内の局所初

再発が少なからず起こっていることも合わせて明らかにされた。これらの知見により、cIIIA-N2 

NSCLC のうち、CRT を受けた患者のなかでも予後良好で、かつ局所再発が起こりやすく、手術

を中心とした集学的治療実施の意義が大きいことが示唆される患者群を同定することが可能と

なった。 

よって、本論文は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定した。 

 

 


